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幼いころから外国に触れる

ダバディ氏の名刺とホームページに

は、彼の大好きな映画「スター・ウォー

ズ/帝国の逆襲」のキャラクターに扮し
た本人の写真が載っている。彼は悪の

帝国軍と戦うジェダイ騎士というわけ

だ。「両親は2人とも理想主義者で、人道
的な活動に取り組んできました」。事実、

母親は闘うジャーナリストとして、フラ

ンスがアルジェリア戦争にどう関わっ

たかなどを明かしてきた。映画脚本家

として有名な父ジャン・ルー・ダバディ

は、カトリーヌ・ドヌーヴやロミー・シュ

ナイダーといったスター女優が出演す

る映画や、フランソワ・トリュフォー監

督作品の脚本も手がけている。

パリでの子ども時代、両親から息子

への誕生日プレゼントはオモチャで

あったためしがなく、常に旅行や文化

活動への参加など人間的成長を促す新

見かけたんです。もしかして本人です

かと訊ねてみたら、その通りでした。会

話がはずみ、その後喫茶店に移動してさ

らに話を続けました。監督とは最初か

らすごく気が合いました」とダバディ

氏。それにしても、1週間後に監督から
電話で自分のアシスタントにならない

かと言われた時はさすがに驚いた。す

でに『プレミア』の仕事を始めていたの

で、申し出は断った。しかし、その1週
間後にはピッチに立ち、トレーニング中

のトルシエ監督の通訳を務めていた。

「一度様子を見に来ないかと誘われたの

で、行ってみたんですが、その場でウェ

アを渡され、今日は通訳がいないから手

伝ってくれ、と頼まれたんです」。

トルシエ監督はなんとかダバディ氏

を自分のアシスタントとして雇うよう

日本サッカー協会に要請、最終的にその

希望は受け入れられた。一方、当初は映

画誌の編集も続けていたダバディ氏に

とっては、困難で波乱に富んだ日々の幕

開けとなった。だが、トルシエ監督の下

で過ごしたこの時期について語る時、ダ

バディ氏の表情は一段と明るくなる。

「監督は決して目的のために手段を選ば

ない人間ではありません。やり手だけ

れどとても純粋で、とにかくサッカーが

好きなのです」。ダバディ氏は、監督と

彼の間では意見があまりにも一致する

ので通訳の仕事はずいぶん楽だったと

言う。「最終的には、まるで監督が自分に
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しい体験だった。

こうした教育方針のおかげで、ダバ

ディ氏は幼いころから多くの国を訪

れる機会に恵まれた。カリフォルニ

ア大学ロサンゼルス校への留学も経

験したが、ロサンゼルスにはそう長

くはいなかった。「ただ遊んでいる

だけの金持ちのドラ息子になるの

は嫌だったから」だ。「パリに戻って、学

んでいる人が比較的少ない言語を習得

してみようと思い、国立東洋言語・文化

研究院（INALCO）で韓国語を修得するこ
とにしました」。入学後日本語と出会い、

直ちに魅了され、それも学ぶことにし

た。そして、間もなく留学生として初め

て日本を訪れる機会を得た。奨学金の

関係で行き先は当初予定していた東京

ではなく静岡になったが、「結果的に日

本語を話さざるを得ない状況になった

ので、良かったです」と振り返る。

パリに戻ったダバディ氏は、創刊した

ての映画誌『プレミア』の日本語版編集

の仕事を打診された。日本に戻るチャ

ンスということもあり、喜んで引き受け

た。しかし、再来日からわずか1カ月後
の1998年10月、ひょんな偶然によって
人生が大きく変わることとなる。

幸運な出会い
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乗り移ったようでした。ある時など、試

合後のインタビューで、監督よりも私が

先に答え始めてしまい、記者に『待って

ください、トルシエ監督はまだ一言も話

してませんよ』と言われたこともありま

した」。

それはまた、日本サッカーにとっても

激動の時代でもあった。「私たちがあち

こちで敵を作っているのは知っていま

したし、時にはスポーツへの関心が低す

ぎるとテレビ局に詰め寄ったり、コメン

テーターがサッカーのことを知らなす

ぎると非難したり、場合によってはスポ

ンサーさえも批判したりして、まるで映

画『アンタッチャブル』の主人公になっ

たような気分でした」。 とはいえ、この時
期、多くのことを達成できたのも事実

で、2002年FIFAワールドカップでの日
本代表の活躍は素晴らしかった、とダバ

ディ氏は言う。

では、日仏通訳者からテレビキャス

ター、コメンテーター、そしてモデルへ

の転身はいかにして行われたのか。ダ

バディ氏は、トルシエ監督の傍らに立ち

続けたことで、日本の人々の間ですっか

り顔が知られるようになった、と説明す

る。「日本代表を離れた後、多くのインタ

ビューの申し込みが舞い込んで来て、語

学、映画、スポーツと、いろいろな方面で

の自分の能力をアピールする機会が

あった」ためだ。2005年には独立して
自分の事務所を設立、現在ではテレビ番

組2本、ラジオ番組2本でレギュラーを
務め、雑誌連載を4本持つ。

日本人の好奇心が好き

人々に注目され、多忙な毎日を送る

ダバディ氏だが、決してその容貌や活

躍ぶりからイメージするようなセレブ

な生活を満喫しているわけではない。

実生活のダバディ氏は、東京都心によ

くある小さなマンションに住み、日本

の食生活や文化にもすっかり馴染んで

いる。普段の生活はといえば、午前中

はメールをチェックしてから、テレビ

やラジオ番組の仕事に取りかかる。昼

食には日本そばや寿司などを食べるこ

とも多い。午後も通常、テレビやラジ

オの仕事でいっぱいだ。夕食はたいて

い外食で、帰宅後最もクリエイティブ

な能力を発揮しやすい深夜に雑誌の連

載記事を執筆する。スポーツはテニス。

名刺のイメージとは異なり、武術には

あまり興味がない。

「久々にフランスに帰っても、以前と

何も変わっていません。喫茶店では前

と同じボーイが注文を取りにきて、パン

屋では同じ人がパンを売っている。そ

れに対し、東京を3カ月も離れていると、
新しい建物が建ったり、近所の人々の顔

ぶれも変わっていたりして、いない間に

たくさん新しいことが起きています」。

同国人に対するダバディ氏の評価は手

厳しい。「フランス人は甘やかされてい

るからなのか、好奇心が足りない。金儲

けよりも仕事を減らし、休暇を多く取る

ことに関心を持っている」。フランスと

いう国についても「EUに加盟している
おかげで、フランスは前進せざるを得な

い。そうでなければ停滞していたでしょ

う」と言う。

ダバディ氏本人は明らかに仕事人間

だ。「長期休暇なんて取ったら絶対に退

屈する」。それに、日本での仕事や生活

が気に入っている。新しい考えを提案

すると、日本では興味や関心を示す人が

多くて、彼はそのエネルギーが好きなの

だそうだ。

これほどの成功を収めてきたダバ

ディ氏の次の目標は̶ 「̶正直言って映

画を撮ってみたい」。大好きなのは、ウ

ディ・アレンやナンニ・モレッティの作

品。「こういった微妙なニュアンスの

ユーモアというのは日本にはそうあり

ません。日本には、英国のモンティ・パ

イソンやフランスのギニョルのような

風刺の効いた作品が成功するニッチ（す

き間）がある、と見ています」。政治やス

ポーツを扱った風刺番組の市場は十分

存在している、とダバディ氏は確信して

いるのだ。

現在32歳、仕事で成功を収め、容貌も
いい、となると周囲の女性が放っておか

ないはずだ。しかし、彼は、自分の親の

ように知識が豊富で、経験も豊か、エネ

ルギッシュで言葉遣いは繊細、ユーモア

が分かり、美的感覚も優れている人が現

れるのを待っていると言う。「完全主義、

理想主義なのは承知。でも、いつか必ず

僕のプリンセスと出会う、と信じたい」。 
親譲りの理想主義の血がここでも騒ぐ

のだろう。
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大分大学で講演を行うダバディ氏（右） ダバディ氏の母親（左から3人目）とトルシエ監督夫妻と一緒に監督の好きな骨董を求めて
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